
治山工事は、 もともと崩れやすい斜面

に工事をしなくてはなりません。

さらに数十年に一度とかの豪雨の時にこそ、

その機能を発揮することが求められています。

かといって、いくらでも予算があるわけではないで、

様々な調査を事前に行い、 最も経済的で効

果的な対策となるようにするんです。

ていねいな調査をすることで、 計画や設計がよ

り実効性のあるものになっていきます。

予備調査

現地調査

治山計画の策定

詳細調査

基本設計

詳細設計

最近ずっと” 調査”

に行ってるけど、 なかなか

終らないんだな〜

がリマさん、 彼らはひとつの

調査をずっとしてるわけじゃない

んですよ。

え？
そうなんで
すか？

もちろん
です！

うーん

単語が難しい

ですね...、

内容も教えて

もらえますか？

現
場
に

行
っ
て

来
ま
ー
す

地形、土壌、気象、水文
などを既存資料や文献、
空中写真等で把握する。

予備調査内容を現地で確
認し、不足情報を追加す
る。

渓間工、山腹工、森林整
備を適切に組み合わせて
策定する。

さらに必要な詳細情報を
収集する。

工事概要の設計が行われ
る。

工事を行うために必要な
ひとつひとつの施設の詳
細な設計が行われる。
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は、

主に文献や空中写真な

ど、 既存の資料から崩壊

地の状況を事前に調べま

す。

地形や雨量や水文など、

既に資料があればそれらを

活用することで、 時間も労

力もムダを省けますからね。

“調査” って現場だけでする

ものじゃないんですね。

そうですね。 そして、 予備調査の結果を元に

に現地へ入ります。 予備調査の内容と現地の状況を照らし合わせ、

まずはポケットコンパスやGPS, 携帯型レーザー距離計などを活用し、 崩

壊地の概況を把握します。

この時に、 測量が必要な範囲を決めたり、 可能な対策についても検

討を始めます。

予備調査

現地調査

データ 文献・資料

測距計

ポケットコンパス

GPS ロガー

地図

は!!

また山さん!?
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詳細調査を実施

セオドライト
私が

説明しましょう！

へえー

測量範囲を決めたら、 セオドラ

イトを使った現地の測量に入ります。

測量の際には実際に治山施設を

設置するイメージを持って、 縦断測量や横断

測量を行います。 作業範囲を指示するために

現場に度々行く必要があります。

測量をして平面図、 横断図、 縦断図

ができたら、 大まかな計画を作ります。

土留工を設置するのに

基礎地盤の支持力は十分でしょうか？

地下水調査もしておいた方が

良さそうですね。

土層厚と基岩の深さと状態

を確認するために地質調査

（原位置試験* 1）が必要だね。

図面は線が

たくさんです

ね！

それは

等高線です。

*1  原位置試験 : 土がもともとの位置にある自然の状態のま
まで実施する試験の総称で、地表やボーリング孔を利用し
て、地盤の性質を直接調べます。
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電気探査

電極棒

計測器

複数の電極棒を等間隔に

地面に差し、それぞれの

電極間の地中の電気抵抗

を測ることで地盤の状態

を把握する試験。電極棒

と計測器は電線でつなが

れていて、計測器から電

気を流します。

スウェーデン式サウンディング試験
ボーリング試験

だから何度

も現場に行

くんですね。

治山工事を予定している所

では、 必要に応じて原位置

試験を行い、 土の性質や地

下水の状態を把握します。

そうして得た情報で根拠のあ

る基本設計をするんです。

時間がか
かりそうな調
査ばかり。

土質サンプル（コア）

地中に穴を掘って、土の層のサンプル
( コア ) を採取し、直接地下の様子を探
る試験。

地上から段階的に１KN（約 100kg）までの重りを
つけて装置の沈下量を測った後、先端がスクリュー
状になっている鉄の棒を地面に回転挿入してその
抵抗を測定し、地盤の硬軟や締まりを測定する試

験。やぐら等を
設置しなくて
も、簡易にに
土の強さな
どを測定で
きる。

硬い岩盤では円柱

状に採取できるよ
深さは通常 10m程度まで

深さは通常
100m程度
まで

© 応用地質
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実体鏡

あ！チーフ

いた！

まあ、 基本設計が終わっても

詳細設計のために現地を確認しに行く必要があっ

たり、 大雨が降って現場が変わってしまい再調査

する必要が出てしまったり、 色々あります。

現場へ頻繁に通うのは基本中の基本なんですよ。

おー、助かった！スペアのメガネは度があってなくて困っ

てたんですよー！　現場は急斜面を歩くことが多くて、

落し物しやすいんですよ。 　

チーフ！　現場でメガ

ネ忘れて来たでしょう！？

エンジニアさんたちが

持って帰ってくれまし

たよ！

前回は帽子忘
れてましたよね。
気をつけて下さ
いよー！

慣れると裸
眼でも立体
視ができま
すよ。

そうなんですね。

治山の仕事は現場に

密着して行うものなん

ですね。

どうやったらメガ
ネを忘れるんだろ
う…？

見るときは、 ２枚の写真などを

動かして、 見たい部分がちょうど

両目の正面に来るようにします。

　
調査

の道具
紹介

右目左目

少し横にズレている２枚の図面や写
真を、左右の目で別々に見ることで、
立体的（３次元）に見ることができ
る装置。この道具で２枚の空中写真
を見ると、１枚の空中写真だけでは

読み取りにくい、起伏や谷が、はっきりと現れます。

図面 1 図面 2

続く…
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